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付
改
訂
古
孝
子
伝
逸
文
一
覧
黒
田
彰
一
、
劉
向
孝
子
伝
に
つ
い
て
二
、
蕭
広
済
、
王
歌
の
こ
と
な
ど
(以
上
、
本
誌
)
三
、
宋
躬
、
虞
盤
佑
の
こ
と
な
ど
四
、
徐
広
孝
子
伝
に
つ
い
て
(『文
学
部
論
集
』
89
号
)
か
つ
て
中
国
に
存
し
た
、
十
種
を
超
え
る
古
孝
子
伝
に
は
、
何
ら
か
の
作
者
名
を
冠
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
古
孝
子
伝
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
略
述
を
試
み
た
こ
と
も
あ
る
が
(拙
著
『孝
子
伝
の
研
究
』
〈
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
年
>
1
一
1
)
、
改
め
て
個
々
の
作
者
に
関
し
、
具
体
的
な
検
討
を
加
え
る
と
同
時
に
、
逸
文
と
し
て
現
在
に
伝
わ
る
孝
子
伝
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
聊
か
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
廻
ら
せ
て
み
た
い
。
小
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
劉
向
孝
子
伝
以
下
、
十
一
本
の
孝
子
伝
で
あ
る
。
小
稿
は
、
四
章
か
ら
成
り
、
第
一
章
は
劉
向
孝
子
伝
を
扱
い
、
第
二
章
は
、
蕭
広
済
孝
子
伝
以
下
五
本
の
孝
子
伝
の
こ
と
を
検
討
す
る
。
第
三
章
は
、
宋
躬
以
下
五
本
の
孝
子
伝
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
四
章
は
、
そ
の
内
の
徐
広
孝
子
伝
本
文
の
内
容
を
考
察
す
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
本
誌
に
は
第
一
、
二
章
を
収
め
、
第
三
、
四
章
は
、
同
題
口
と
し
て
、
佛
教
大
学
『文
学
部
論
集
』
89
号
(平
成
17
年
3
月
予
定
)
に
分
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
併
読
を
乞
い
た
い
。
小
稿
末
尾
に
、
「改
訂
古
孝
子
伝
逸
文
一
覧
」
を
付
載
す
る
。
こ
れ
は
、
旧
稿
「古
孝
子
伝
逸
文
一
覧
」
(前
掲
拙
著
-
一
所
収
)
の
作
成
後
、
見
出
だ
さ
れ
た
四
百
条
近
い
古
孝
子
伝
逸
文
を
加
え
、
旧
稿
の
形
を
改
め
た
も
の
で
、
当
一
覧
に
お
い
て
は
、
五
十
音
順
と
し
た
孝
子
名
の
下
に
、
孝
子
伝
別
の
資
料
名
を
配
し
て
あ
る
。
両
孝
子
伝
下
の
「
金
」
は
、
金
沢
文
庫
蔵
抄
出
本
及
び
、
そ
の
条
数
で
あ
る
。
当
一
覧
は
、
指
導
生
木
村
明
子
と
の
共
同
制
作
に
よ
る
。
当
一
覧
に
つ
い
て
は
、
近
稿
「新
出
の
古
孝
子
伝
逸
文
に
つ
い
て
」
(
『和
漢
比
較
文
学
』
34
号
予
定
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
漢
か
ら
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
掛
け
て
、
十
種
類
以
上
出
現
し
た
孝
子
伝
に
は
、
我
が
国
に
伝
存
す
る
陽
明
本
、
船
橋
本
孝
子
伝
(以
下
、
両
孝
子
伝
と
称
す
る
)
の
よ
う
に
、
作
者
名
を
記
さ
ぬ
所
謂
、
逸
名
孝
子
伝
を
除
き
、
そ
の
殆
ど
に
作
者
が
あ
る
。
そ
れ
ら
古
孝
子
伝
の
　
作
者
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
略
述
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
孝
子
伝
の
作
者
に
関
す
る
基
礎
的
事
実
を
確
認
し
、
再
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
、
作
者
名
を
冠
す
る
孝
子
伝
は
、
以
下
の
十
一
本
で
あ
る
。
1
劉
向
孝
子
伝
2
蕭
広
済
孝
子
伝
3
王
歌
孝
子
伝
4
王
韶
之
孝
子
伝
5
周
景
式
孝
子
伝
6
師
覚
授
孝
子
伝
7
宋
躬
孝
子
伝
8
虞
盤
佑
孝
子
伝
9
鄭
緝
之
孝
子
伝
10
梁
元
帝
孝
徳
伝
1
徐
広
孝
子
伝
　　
　
1
劉
向
孝
子
伝
中
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
孝
子
伝
の
類
は
早
く
に
滅
び
、
目
下
逸
文
の
形
を
通
じ
て
し
か
、
そ
の
面
影
を
偲
ぶ
術
が
な
い
。
そ
れ
ら
の
内
、
最
古
の
孝
子
伝
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
前
漢
、
劉
向
(前
七
七
-
前
六
)
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
孝
子
伝
で
あ
ろ
う
。
劉
向
孝
子
伝
(法
苑
珠
林
四
十
九
等
)
は
ま
た
、
劉
向
孝
子
図
(太
平
御
覧
四
一
一
等
)
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
孝
子
伝
と
孝
子
伝
図
と
の
密
接
な
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
が
、
非
常
に
興
味
深
い
。
一
方
、
劉
向
は
列
女
伝
七
巻
を
著
す
と
共
に
、
列
女
伝
頌
図
を
作
り
(漢
書
芸
文
志
)
、
ま
た
、
列
女
伝
七
編
を
屏
風
四
堵
に
画
い
た
と
も
言
う
か
ら
(初
学
記
二
十
五
所
引
劉
向
七
略
別
録
)
、
劉
向
孝
子
伝
と
劉
向
孝
子
図
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
文
学
史
的
課
題
と
し
て
な
お
今
後
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
列
女
伝
の
場
合
と
は
異
な
り
、
遺
憾
な
こ
と
に
、
劉
向
が
孝
子
伝
を
書
い
た
こ
と
に
は
確
証
が
な
い
。
劉
向
孝
子
伝
に
関
す
る
最
も
早
い
言
及
は
、
文
苑
英
華
五
〇
二
に
収
め
ら
れ
る
唐
、
許
南
容
及
び
、
李
令
深
の
対
策
に
、
劉
向
修
二孝
子
之
図
一
と
言
う
も
の
ら
し
い
(章
宗
源
、
隋
書
経
籍
志
考
証
十
三
)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
劉
向
が
孝
子
伝
を
書
い
た
こ
と
に
は
疑
い
が
持
た
れ
、
例
え
ば
西
野
貞
治
氏
は
、
劉
向
孝
子
伝
に
つ
い
て
、
攷者作伝子孝古19H
例
え
ば
漢
志
に
も
隋
唐
志
に
も
著
録
さ
れ
ず
、
六
朝
の
仮
託
か
と
思
わ
れ
る
　
と
述
べ
ら
れ
、
通
説
と
す
べ
き
見
解
と
な
っ
て
い
る
。
劉
向
孝
子
伝
の
逸
文
と
さ
れ
る
も
の
の
数
は
、
余
り
多
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
の
話
も
他
の
孝
子
伝
と
は
一
風
異
な
る
、
極
め
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
始
め
に
劉
向
孝
子
伝
に
つ
い
て
、仮
託
説
の
検
討
も
兼
ね
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
、
吟
味
し
て
お
き
た
い
。
法
苑
珠
林
、
太
平
御
覧
等
を
通
じ
目
下
、
劉
向
孝
子
伝
の
内
容
が
知
ら
れ
る
も
の
は
、
左
の
四
つ
の
話
で
あ
る
(参
考
ま
で
に
、
両
孝
子
伝
の
条
数
を
掲
げ
る
)
。
1
舜
(両
孝
子
伝
1
)
2
郭
巨
(5
)
3
丁
蘭
(9
)
4
董
永
(2
)
ま
ず
劉
向
孝
子
伝
1
舜
の
逸
文
の
本
文
を
、
法
苑
珠
林
四
十
九
に
拠
っ
て
示
せ
ぼ
、
次
の
通
り
で
あ
る
(〔
〕
は
広
博
物
志
四
十
四
、
繹
史
十
に
拠
る
)。
舜
父
有
二
目
失
訥
始
時
微
微
。
至
二
後
妻
之
言
訥
舜
有
二
井
穴
一
　　
　
　ぜ
　
乏
。
舜
父
在
レ家
貧
厄
、
邑
市
而
居
。
舜
父
夜
臥
、
夢
見
一二
　ぷ
　
鳳
皇
司
自
名
為
レ鶏
、
口
銜
レ
米
以
哺
已
。
言
鶏
為
二
子
孫
の
視
レ
　ゑ
　
　ぢ
之
〔是
〕
鳳
皇
。
〔以
〕
黄
帝
夢
書
言
レ
之
、
此
子
孫
当
レ有
二
ロさ
貴
者
4
舜
占
猶
也
。
比
年
糴
稲
、
穀
中
有
レ
銭
。
舜
也
乃
三
日
　ニ
　
三
夜
、
仰
レ天
自
告
レ過
。
因
至
レ
是
聴
下
常
与
二市
者
[声
P
故
一
人
。
舜
前
舐
レ
之
、
日
霍
然
開
。
見
三
舜
感
二
傷
市
人
司
大
聖
至
孝
道
、
所
二神
明
一矣
右
は
、
章
宗
源
が
、
「舜
父
一
事
、
珠
林
原
本
有
二訛
舛
ハ
文
句
多
レ
有
レ
不
レ
可
レ
通
」
と
疑
っ
た
よ
う
に
(隋
書
経
籍
志
考
証
)
、
一
部
文
意
の
通
じ
難
い
所
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
掩
井
と
歴
山
で
耕
す
こ
と
と
の
一
部
、
及
び
、
易
米
、
開
眼
譚
を
記
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
中
で
、
舜
の
父
の
夢
見
の
話
は
、
他
に
類
を
見
な
い
、
独
特
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
易
米
、
開
眼
に
お
い
て
も
、
「舜
也
乃
三
日
三
夜
、
仰
レ
天
自
告
レ
過
」
と
か
、
「舜
前
舐
レ之
、
日
霍
然
開
」
な
ど
と
す
る
点
が
特
異
で
、
殊
に
後
者
は
、
舜
子
変
や
我
が
国
の
昔
話
「
継
子
の
井
戸
掘
り
」
な
ど
に
遍
く
受
け
継
が
れ
る
、
注
目
す
べ
　
き
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
次
い
で
、
2
郭
巨
の
話
も
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
逸
文
の
本
文
を
太
平
御
覧
四
一
一
に
拠
っ
て
示
せ
　
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
(〔
〕
は
法
苑
珠
林
四
十
九
に
拠
る
)。
劉
向
孝
子
図
日
、
郭
巨
河
内
温
人
。
甚
富
。
父
没
分
レ
財
、
二
　　
　
千
万
為
二
両
分
司
与
二両
弟
訥
己
独
取
レ母
供
養
。
寄
四
住
〔比
〕
隣
有
三
凶
宅
無
二
人
居
者
訥
共
推
与
レ
之
居
無
二禍
患
司
　　
　
妻
産
レ男
。
慮
二養
レ
之
則
妨
二供
養
の
乃
令
二
妻
抱
ジ
児
、
欲
三
掘
レ
地
埋
二
之
於
土
中
司
得
二
〔黄
〕
金
一
釜
訥
〔金
〕
上
有
二
鉄
券
一云
、
賜
二
孝
子
郭
巨
司
巨
還
二
宅
主
訥
宅
主
不
二敢
受
司
遂
02　
以
聞
レ官
、
官
依
二
券
題
一還
レ
巨
。
遂
得
二
兼
養
ワ
児
右
は
、
郭
巨
を
「河
内
温
人
」
(河
南
省
温
県
)
と
し
て
い
る
。
埋
児
を
中
心
と
す
る
大
筋
は
、
他
の
孝
子
伝
類
と
違
い
が
な
い
が
、
特
異
な
の
は
、
そ
の
冒
頭
に
、
意
外
に
も
郭
巨
が
、
甚
富
。
父
没
分
レ財
、
二
千
万
為
二
両
分
司
与
二
両
弟
訥
己
独
取
レ
母
供
養
と
す
る
こ
と
と
、
家
財
を
全
て
失
っ
た
郭
巨
が
、
寄
四
住
〔比
〕
隣
有
三
凶
宅
無
二
人
居
者
訥
共
推
与
レ之
居
無
二禍
患
【
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
孝
子
伝
類
に
そ
れ
を
記
す
も
の
を
見
ず
、
独
り
二
十
巻
本
捜
神
記
十
一
跚
に
、
郭
巨
隆
盧
人
也
。
一
云
、
河
内
温
人
。
兄
弟
三
人
、
早
喪
レ
父
。
礼
畢
、
二
弟
求
レ分
。
以
二
銭
二
千
万
創
二
弟
各
取
二
千
万
一
と
あ
る
も
の
の
み
が
、
そ
れ
と
酷
似
す
る
(隆
盧
は
、
河
南
省
林
県
)。
ま
た
、
後
者
も
、
孝
子
伝
類
に
そ
の
こ
と
を
記
す
も
の
を
見
ず
、
た
だ
二
十
巻
本
捜
神
記
に
、
　
　
巨
独
与
レ母
居
二
客
舎
納
夫
婦
傭
賃
、
以
給
二公
養
一
と
見
え
る
も
の
だ
け
が
、
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
。
面
白
い
の
は
、
後
者
が
、
郭
巨
の
掘
り
出
し
た
黄
金
の
所
有
権
を
廻
る
伏
線
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
郭
巨
は
他
人
の
土
地
に
寄
宿
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
す
る
と
、
人
の
土
地
か
ら
偶
々
掘
り
出
し
た
黄
金
が
、
郭
巨
の
も
の
で
あ
る
保
証
は
何
処
に
も
な
い
訳
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
黄
金
の
上
に
「鉄
券
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
且
つ
、
そ
の
鉄
券
に
は
、
「
賜
二
孝
子
郭
巨
一」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
に
郭
巨
は
、
そ
の
黄
金
を
自
分
の
も
の
と
は
思
わ
ず
、
巨
還
二
宅
主
訥
宅
主
不
二
敢
受
一
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
、
劉
向
孝
子
伝
の
独
自
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
考
え
て
み
れ
ぼ
、
後
者
を
欠
く
他
の
孝
子
伝
類
な
ど
は
、
鉄
券
(「丹
書
」
〈捜
神
記
〉
等
と
も
言
う
)
の
添
え
ら
れ
て
い
る
理
由
が
判
然
と
せ
ず
、
劉
向
孝
子
伝
や
二
十
巻
本
捜
神
記
は
、
郭
巨
譚
の
発
生
期
の
形
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
二
十
巻
本
捜
神
記
の
郭
巨
譚
を
晋
、
干
宝
の
も
の
と
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
二
十
巻
本
捜
神
記
と
酷
似
す
る
こ
と
の
多
い
劉
向
孝
子
図
の
成
立
は
、
六
朝
の
早
い
時
期
に
溯
る
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
郭
巨
に
関
す
る
後
漢
以
前
の
資
料
は
管
見
に
入
ら
ず
、
漢
代
の
孝
子
伝
図
(榜
題
の
あ
る
も
の
)
に
も
絶
え
て
そ
の
姿
を
現
わ
さ
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
近
時
、
橋
本
草
子
氏
は
、
「郭
巨
を
後
漢
の
人
と
す
る
伝
承
に
は
疑
問
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
、
「郭
巨
が
後
漢
の
人
で
あ
る
と
い
う
伝
承
は
孝
堂
山
石
祠
が
郭
巨
の
墓
と
さ
れ
た
北
斉
以
後
に
広
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
　
い
か
」
と
い
う
、
注
目
す
べ
き
見
解
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
お
そ
ら
く
劉
向
孝
子
伝
の
郭
巨
譚
の
場
合
も
、
そ
の
成
立
が
後
漢
以
前
に
湖
る
も
の
で
は
あ
り
得
ま
い
が
、
そ
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
六
攷者作伝子孝古　　　
朝
の
早
い
時
期
の
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。
3
丁
蘭
に
関
し
て
も
、
現
劉
向
孝
子
伝
が
漢
代
の
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
こ
と
を
示
す
、
際
立
っ
た
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
、
法
苑
珠
林
四
十
九
に
拠
り
、
そ
の
逸
文
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
又
、
丁
蘭
、
河
内
野
王
人
也
。
年
十
五
喪
レ母
。
刻
レ
木
作
レ
母
、
事
レ
之
供
養
如
レ
生
。
蘭
妻
夜
火
灼
二
母
面
ハ
母
面
発
レ瘡
。
経
二
二
日
訥
妻
頭
髪
自
落
、
如
二
刀
鋸
截
司
然
後
謝
レ過
。
蘭
移
二
母
大
道
訥
使
二
妻
従
服
三
年
拝
伏
幻
一
夜
忽
如
二風
雨
納
而
母
自
還
。
隣
人
所
二仮
借
訥
母
顔
和
即
与
、
不
レ
和
即
不
レ与
右
を
見
る
と
、
丁
蘭
の
作
っ
た
像
は
、
「年
十
五
喪
レ
母
。
刻
レ木
作
レ
母
、
事
レ
之
供
養
如
レ生
」
と
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
母
の
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
(右
は
ま
た
、
太
平
御
覧
四
八
二
所
引
捜
神
記
逸
文
に
酷
似
す
る
)。
と
こ
ろ
が
、
丁
蘭
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
漢
代
の
孝
子
伝
図
の
遺
品
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
榜
題
を
見
る
限
り
、
丁
蘭
の
作
っ
た
像
は
、
父
の
像
ら
し
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
有
名
な
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
の
丁
蘭
図
(武
梁
祠
一
石
)
に
は
、
丁
蘭
二
親
終
歿
、
立
レ木
為
レ父
、
隣
人
仮
レ物
、
報
乃
借
与
と
あ
り
、
開
封
白
沙
鎮
出
土
後
漢
画
象
石
(上
層
)
に
は
、
丈
人
為
レ像
野
王
丁
蘭
と
見
え
(左
か
ら
。
野
王
は
、
河
南
省
沁
陽
県
。
丈
人
は
、
岳
父
〈
妻
の
父
〉、
ま
た
、
老
人
の
意
)、
後
漢
楽
浪
彩
篋
に
は
、
木
丈
人
丁
蘭
と
あ
り
(左
か
ら
)
、
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
(中
室
北
壁
一
層
)
に
は
、　さ□
丈
人
　　
　
□
王
丁
蘭
と
見
え
(左
か
ら
)、
泰
安
大
波
口
後
漢
画
象
石
墓
(
二
石
)
に
は
、
孝
子
丁
蘭
父
此
丁
蘭
父
と
記
す
(右
か
ら
)
。
漢
代
の
丁
蘭
図
に
お
い
て
は
、
蘭
が
母
の
像
を
作
っ
た
と
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
粉
本
と
な
っ
た
、
漢
代
孝
子
伝
中
の
丁
蘭
譚
は
、
お
そ
ら
く
丁
蘭
が
父
の
像
を
作
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
丁
蘭
の
話
は
、
丁
蘭
が
木
像
に
仕
え
る
と
い
う
異
様
な
話
で
あ
る
が
、
漢
代
の
そ
れ
は
、
そ
の
木
像
が
実
父
の
も
の
で
す
ら
な
く
、
妻
の
父
(丈
人
)
の
像
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
さ
ら
に
異
様
な
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
孝
子
伝
類
、
文
献
資
料
は
、
管
見
に
入
ら
な
い
(孫
盛
逸
人
伝
〈
太
平
御
覧
四
一
四
所
引
〉
匚等
、
「少
喪
二
考
妣
一…
…
刻
レ木
為
レ
人
、
髣
二
髴
親
形
一。
事
レ之
若
レ
生
」
と
す
る
例
は
あ
る
。
考
妣
は
、
亡
き
父
母
)。
と
こ
ろ
が
、
六
朝
期
に
入
る
と
、
例
え
ば
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
丁
蘭
図
(左
石
上
)
が
、
22　
丁
蘭
事
二
木
母
一
と
榜
題
す
る
以
下
、
丁
蘭
の
作
っ
た
像
は
、
母
の
像
で
あ
る
と
い
う
風
に
、
現
存
す
る
遺
品
の
全
て
が
、
母
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
こ
と
は
、
孝
子
伝
類
に
お
い
て
も
同
様
な
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
丁
蘭
譚
に
お
け
る
木
像
の
父
(丈
人
)
か
ら
母
(ま
た
、
二
親
)
へ
の
変
化
は
、
漢
か
ら
六
朝
へ
の
境
目
辺
り
で
起
き
た
も
の
と
思
わ
れ
、
前
掲
劉
向
孝
子
図
の
丁
蘭
譚
は
、
丁
蘭
の
作
っ
た
像
を
、
父
で
な
く
母
の
像
と
し
て
い
る
点
、
そ
の
成
立
が
漢
代
に
溯
る
も
の
と
は
一
寸
考
え
難
く
、
や
は
り
六
朝
以
降
の
も
の
と
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
前
述
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
丁
蘭
図
と
、
劉
向
孝
子
伝
の
丁
蘭
譚
と
の
関
係
は
、
な
お
一
考
の
余
地
が
あ
る
。
最
後
に
、
4
董
永
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
法
苑
珠
林
四
十
九
(古
今
図
書
集
成
明
倫
・
家
範
・
父
子
19
、
夫
婦
93
に
も
)
、
句
道
興
捜
神
記
、
太
平
御
覧
四
=
に
引
か
れ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
劉
向
孝
子
伝
の
逸
文
間
に
お
け
る
、
行
文
の
異
同
が
大
き
い
。
三
者
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
法
苑
珠
林
所
引
又
、
董
永
者
、
少
偏
孤
与
レ
父
居
。
乃
肆
二
力
田
畝
訥
鹿
車
載
レ
父
自
随
。
父
終
。自
売
二
於
富
公
訥
以
供
二喪
事
司
道
逢
二
一
女
司
呼
与
語
云
、
願
為
二
君
妻
司
遂
倶
至
二
富
公
4
富
公
日
、
女
為
レ
誰
。
答
日
、
永
妻
、
欲
レ助
レ償
レ
債
。
公
日
、
汝
織
二
三
百
匹
訥
遣
レ汝
。
一
旬
乃
畢
。
女
出
レ門
謂
レ
永
日
、
我
天
女
也
。
天
令
四
我
助
三
子
償
二
人
債
一耳
。
語
畢
忽
然
不
レ知
二所
在
司
句
道
興
捜
神
記
所
引
昔
劉
向
孝
子
図
日
、
有
二董
永
者
司
千
乗
人
也
。
小
失
二
其
母
訥
独
養
二
老
父
訥
家
貧
困
苦
。
至
二
於
農
月
訥
与
二
轆
車
」推
二
父
於
田
頭
樹
蔭
下
訥
与
二
人
客
一作
、
供
養
不
レ闕
。
其
父
亡
歿
、
無
二
物
葬
送
司
遂
従
二
主
人
家
典
ワ
田
、
貸
二
銭
十
万
文
司
語
二
主
人
一
日
、
後
無
三
銭
還
二
主
人
一時
、
求
二
与
レ歿
レ身
主
人
為
レ
奴
一
世
　　
　
常
一レカ
。
葬
レ
父
已
了
、
欲
下
向
二主
人
家
一去
鉾
在
三
路
逢
一二
女
司
願
与
レ
永
為
レ妻
。
永
日
、
孤
窮
如
レ
此
、
身
復
与
二
他
人
一
為
レ奴
、
恐
レ屈
二娘
子
の
女
日
、
不
レ
嫌
二
君
貧
訥
心
相
願
矣
。
不
レ為
レ
恥
也
。
永
遂
共
到
二
主
人
家
の
主
人
日
、
本
期
二
一
人
訥
今
二
人
来
何
也
。
主
人
間
日
、
女
有
二
何
技
能
の
女
日
、
我
解
レ
織
。
主
人
日
、
与
レ我
織
二
絹
三
百
疋
訥
放
二汝
夫
妻
一帰
レ
家
。
女
織
経
二
一
旬
訥
得
絹
三
百
疋
一。
主
人
驚
怪
、
遂
放
二
夫
妻
一
帰
還
。
行
至
二本
相
見
之
処
訥
女
辞
レ
永
日
、
我
是
天
女
。
見
二
君
行
孝
訥
天
遣
三
我
借
二
君
償
フ
債
。今
既
償
了
、
不
レ得
二
久
住
司
語
訖
、
遂
飛
上
レ
天
。
前
漢
人
也
。
太
平
御
覧
所
引
又
日
、
前
漢
董
永
千
乗
人
。
少
失
レ
母
、
独
養
レ父
。
父
亡
、
無
二以
葬
の
乃
従
レ人
貸
二
銭
一
万
⑩
永
謂
二
銭
主
一
日
、
後
若
無
二
　　
　
銭
還
訥
君
当
三
以
レ身
作
二
奴
主
司
甚
愍
レ
之
。
永
得
レ銭
葬
レ
父
畢
、
将
二
往
為
ワ
奴
。
於
レ路
忽
逢
二
一
婦
人
司
求
レ為
二永
妻
司
攷者作伝子孝古鵬
永
日
、
今
貧
若
二是
身
復
為
フ
奴
、
何
敢
屈
夫
人
之
為
レ
妻
。
婦
人
日
、
願
レ
為
二
君
婦
訥
不
レ
恥
二貧
賤
の
永
遂
将
二婦
人
一至
。
銭
主
日
、
本
言
二
一
人
訥
今
何
有
レ
ニ
。
永
日
、
言
レ
一
得
レ
ニ
、
理
何
乖
乎
。
主
問
二
永
妻
一日
、
何
能
。
妻
日
、
能
織
耳
。
主
日
、
為
レ我
織
二千
疋
絹
訥
即
放
二
爾
夫
妻
詢
於
レ
是
索
レ
糸
、
十
日
之
内
、
千
疋
絹
足
。
主
驚
、
遂
放
二
夫
婦
二
人
の
而
去
行
、
至
二
本
相
逢
処
⑩
乃
謂
レ永
日
、
我
是
天
之
織
女
。感
二
君
至
孝
訥
天
使
二
我
償
フ
之
。
今
君
事
了
、
不
レ
得
二
久
停
司
語
訖
、
雲
霧
四
垂
、
忽
飛
而
去
右
の
三
通
り
の
劉
向
孝
子
伝
の
内
、
第
一
の
法
苑
珠
林
所
引
の
本
文
は
、
例
え
ば
二
十
巻
本
捜
神
記
一
28
の
董
永
譚
と
酷
似
す
る
。
第
三
の
太
平
御
覧
所
引
の
も
の
も
、
後
半
の
一
部
が
二
十
巻
本
捜
神
記
と
よ
く
似
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
西
野
貞
治
氏
が
、
「
こ
れ
〔劉
向
孝
子
伝
〕
を
引
用
し
た
捜
神
記
も
必
ず
し
も
干
宝
原
著
の
ま
ま
で
な
い
」
こ
と
を
断
わ
り
つ
つ
、
「或
は
捜
神
記
が
劉
向
孝
子
伝
(図
)
の
説
話
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
か
と
推
測
さ
れ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
第
二
の
句
道
興
捜
神
記
所
引
の
そ
れ
に
言
及
し
て
、
「
こ
の
こ
と
は
近
年
敦
煌
か
ら
発
見
さ
れ
た
句
道
興
撰
と
い
ふ
捜
神
記
の
俗
本
の
中
に
、
こ
の
説
話
が
見
え
て
劉
向
孝
子
図
の
引
用
を
明　
示
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
傍
証
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
西
野
氏
は
、
第
二
の
、
「
御
覧
巻
四
一
一
に
引
か
れ
た
劉
向
孝
子
図
に
「前
漢
の
董
永
」
と
い
ふ
表
現
の
見
え
る
如
き
は
、
「前
漢
」
と
は
後
漢
に
対
す
る
前
漢
で
あ
つ
て
前
漢
の
人
物
が
か
か
る
称
呼
を
用
ひ
る
筈
が
な
い
と
い
ふ
点
か
ら
も
こ
の
書
は
偽
託
で
な
い
か
と
も
思
は
れ
L
る
と
さ
れ
て
い
る
(句
道
興
捜
神
記
末
尾
に
も
、　
「前
漢
人
也
」
と
見
え
る
)
。
さ
ら
に
、
氏
が
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
(武
梁
祠
三
石
、
榜
題
「
永
父
」
「董
永
千
乗
人
也
」
。
千
乗
は
、
山
東
省
高
苑
県
北
)、
曹
植
の
霊
芝
篇
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
　
　
室
(右
石
上
、
「董
永
看
レ父
助
時
」
)、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
(左
鬻
、
「子
董
永
」
)
な
ど
と
の
対
照
を
通
じ
、
「董
永
の
父
の
生
存
中
に
天
の
織
女
が
天
降
つ
て
そ
の
孝
を
た
す
け
た
事
を
意
味
す
る
に
違
い
な
い
」
と
い
う
点
を
踏
ま
え
て
、
董
永
の
説
話
に
し
て
も
、
元
来
は
霊
芝
篇
に
詠
ま
れ
た
よ
う
に
、
董
永
が
父
に
孝
養
を
つ
く
す
為
に
起
き
た
借
財
の
為
に
困
苦
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
天
か
ら
織
女
が
降
つ
て
機
織
に
よ
つ
て
借
財
償
却
を
助
け
た
と
い
ふ
伝
説
が
あ
つ
た
も
の
を
、
そ
の
孝
行
を
誇
張
す
る
為
に
織
女
下
降
の
原
因
と
し
て
父
の
歿
後
葬
式
の
費
用
に
困
つ
て
身
を
奴
に
売
つ
て
そ
の
葬
式
を
終
へ
た
と
い
ふ
孝
行
実
施
に
伴
ふ
困
難
さ
を
誇
張
し
補
嗔
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
誇
張
し
補
填
さ
れ
た
伝
承
と
元
来
の
伝
承
と
の
二
の
伝
承
が
あ
る
時
期
に
は
並
ん
で
伝
は
つ
た
が
、
や
が
て
元
の
型
の
も
の
が
失
は
れ
た
も
の
と
思
ふ
　
と
い
う
、
非
常
に
興
味
深
い
仮
説
を
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
西
野
氏
の
仮
説
、
或
い
は
、
董
永
譚
の
元
型
即
ち
、
そ
の
漢
代
以
前
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の
形
に
関
し
て
は
、
近
時
見
出
だ
さ
れ
た
泰
安
大
波
口
後
漢
画
象
石
墓
の
董
永
図
(上
部
に
三
人
の
羽
人
、
鹿
車
の
左
に
子
供
〈
董
永
変
に
言
う
、
董
仲
か
〉
等
が
見
え
る
)
な
ど
も
含
め
、
な
お
今
後
の
さ
　
ら
な
る
検
討
が
俟
た
れ
よ
う
。
二
2
蕭
広
済
孝
子
伝
蕭
広
済
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、
隋
書
経
籍
志
(以
下
、
隋
志
と
称
す
る
)
に
、
孝
子
伝
十
五
巻
晋
輔
国
将
軍
蕭
広
済
撰
旧
唐
書
経
籍
志
(旧
唐
志
)
に
、
孝
子
伝
十
五
巻
蕭
広
済
撰
新
唐
書
芸
文
志
(新
唐
志
)
に
、
蕭
広
済
孝
子
伝
十
五
巻
⑪
な
ど
と
見
え
、
十
五
巻
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
作
者
の
蕭
広
済
に
関
し
て
は
、
晋
の
輔
国
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
の
外
は
、
姚
振
宗
が
「蕭
広
済
始
末
未
レ
詳
」
(隋
書
経
籍
志
考
証
)
と
言
う
よ
う
に
、
不
明
で
あ
る
。
輔
国
将
軍
は
、
晋
代
の
将
軍
号
の
一
で
、
三
品
官
に
当
た
る
。
現
在
三
十
条
余
り
の
逸
文
が
確
認
出
来
る
。
3
王
散
孝
子
伝
こ
の
書
は
、
茆
津
林
の
古
孝
子
伝
(十
種
古
逸
書
所
収
)
に
、
王
敵
孝
子
伝
の
項
を
立
て
て
、
「案
王
敵
孝
子
伝
、
隋
唐
志
皆
不
二
著
録
」
と
言
い
、
太
平
御
覧
引
書
目
に
、
「
王
歌
孝
子
伝
」
を
上
げ
る
(但
し
、
太
平
御
覧
本
文
に
、
「王
韶
之
孝
子
伝
」、
「王
韶
孝
子
伝
」
が
引
か
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
引
書
目
に
王
韶
之
孝
子
伝
は
な
く
、
敵
を
韶
に
作
る
本
も
あ
る
)
。
ま
た
、
近
時
の
孫
啓
治
、
陳
建
華
氏
『古
佚
書
輯
本
目
録
附
考
証
』
史
部
伝
記
類
「
王
敵
孝
子
伝
」
の
注
ロ　
ロ
に
は
、
「
王
歌
、
生
平
不
詳
。
《
隋
志
》
史
部
謂
梁
有
王
歌
《後
漢
林
》
二
百
巻
、
置
蕭
子
顕
《
後
漢
書
》
之
後
、
疑
即
此
人
。
若
是
、
　
則
歌
為
梁
人
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
王
歌
と
い
う
人
物
ま
た
、
そ
の
孝
子
伝
に
関
し
て
は
、
疑
問
が
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
茆
拌
林
が
、
「御
覧
十
三
。
初
学
記
一
引
二
王
敵
孝
子
伝
「末
、
有
二
遂
憂
卒
三
字
訥
余
並
同
」
と
注
し
て
、
王
歌
孝
子
伝
の
逸
文
と
し
て
掲
げ
た
の
は
、
左
の
竺
弥
(竺
禰
と
も
)
の
一
条
で
あ
る
(殆
ど
同
じ
も
の
が
、
広
博
物
志
十
八
、
淵
鑑
類
函
八
、
佩
文
韻
府
十
一
・
五
な
ど
に
も
見
え
る
)。
初
学
記
一
、
太
平
御
覧
十
三
の
竺
弥
の
本
文
を
併
せ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
初
学
記
王
敵
孝
子
伝
日
、
竺
禰
、
字
道
綸
。
父
生
時
畏
レ雷
。
毎
レ
至
二
天
陰
訥
輒
馳
至
レ墓
、
伏
レ墳
哭
。
有
三白
兎
在
二
其
左
右
司
遂
憂
卒
。
太
平
御
覧
王
敵
孝
子
伝
日
、
竺
弥
、
字
道
綸
。
父
生
時
畏
レ
雷
。
毎
レ至
二
攷者作伝子孝古窃
天
陰
訥
輒
馳
至
レ
墓
、
伏
レ
墳
哭
。
有
三
白
冤
在
二
其
左
右
}
と
こ
ろ
が
、
右
の
「王
敵
」
孝
子
伝
竺
弥
条
は
、
殆
ど
全
く
同
じ
も
の
が
、
「
王
韶
」
孝
子
伝
と
し
て
芸
文
類
聚
二
、
白
氏
六
帖
一
等
に
見
え
る
の
で
あ
る
(茆
津
林
古
孝
子
伝
不
見
)。
両
者
の
竺
弥
の
本
　
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
芸
文
類
聚
王
韶
孝
子
伝
日
、
竺
弥
、
父
生
時
畏
レ雷
。
毎
レ
至
二天
陰
訥
輒
至
レ墓
、
伏
レ
墳
悲
哭
。
有
三
白
冤
在
二
其
左
右
の
白
氏
六
帖
王
韶
孝
子
伝
、
竺
珍
、
字
道
倫
。
父
生
時
畏
レ雷
。
毎
レ至
二天
陰
訥
輒
伏
レ墳
而
泣
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
「王
韶
」
孝
子
伝
と
称
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
に
述
べ
る
王
韶
之
孝
子
伝
の
こ
と
ら
し
い
。
と
言
う
の
も
、
竺
弥
に
つ
い
て
は
も
う
一
条
、
北
堂
書
鈔
に
「
王
韶
孝
子
伝
云
」
と
す
る
逸
文
が
伝
わ
っ
て
い
て
、
茆
津
林
は
、
こ
ち
ら
は
王
韶
之
孝
子
伝
の
方
に
入
れ
て
い
る
(出
典
注
記
「書
鈔
襦
」
)
。
北
堂
書
鈔
=
一九
襦
二
十
四
「道
倫
冬
不
レ服
レ襦
」
注
に
引
か
れ
た
逸
文
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
王
韶
孝
子
伝
云
、
竺
禰
、
字
道
倫
、
本
外
国
人
。
居
二
呉
興
ハ
遂
為
レ民
。
父
母
亡
。
道
倫
瘠
毀
、
冬
不
レ服
二襦
袴
一
右
は
、
明
ら
か
に
同
じ
人
物
の
話
で
あ
っ
て
(呉
興
は
、
浙
江
省
呉
興
県
、
潔
肇
は
、
喪
中
に
痩
せ
細
る
こ
と
、
襦
襟
は
、
上
下
の
肌
着
)、
先
の
伏
墳
譚
共
々
、
一
つ
の
王
韶
之
孝
子
伝
の
竺
弥
の
条
が
分
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
(因
み
に
、
王
韶
之
は
、
呉
興
太
守
で
あ
っ
た
)。
さ
て
、
茆
津
林
は
、
北
堂
書
鈔
に
引
く
竺
弥
条
に
、
　　
　
周
青
(出
典
注
記
「御
覧
四
百
十
五
、
六
百
五
十
六
」
)、
李
陶
(「類
聚
九
十
二
」
)
の
二
人
を
加
え
、
周
青
李
陶
竺
弥
の
計
三
条
を
王
韶
之
孝
子
伝
と
し
て
い
る
が
、
前
述
竺
弥
の
場
合
同
様
、
周
青
、
李
陶
に
関
し
て
も
、
王
韶
之
孝
子
伝
を
「王
韶
孝
子
伝
」
と
略
称
す
る
こ
と
が
、
圧
倒
的
に
多
い
。
今
、
そ
の
周
青
、
李
陶
の
場
合
の
出
典
表
記
を
一
覧
と
し
て
示
せ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
(、
は
、
茆
拌
林
の
出
曲
ハ注
記
。
周
青
は
、
天
中
記
二
十
四
に
「王
紹
之
孝
子
伝
」、
淵
鑑
類
函
二
七
一
に
「
王
紹
孝
子
伝
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
な
お
太
平
御
覧
五
五
五
に
は
、
呉
逵
に
関
連
し
て
、
「亦
出
二
…
…
王
韶
孝
子
伝
匸
と
も
見
え
る
)
。
周
青
王
韶
之
孝
子
伝
(、
太
平
御
覧
輔
)
王
韶
孝
子
伝
(,
太
平
御
覧
鯔
)
李
陶
王
韶
孝
子
伝
(、芸
文
類
聚
92
)
王
韶
孝
子
伝
(広
博
物
志
45
)
王
韶
孝
子
伝
(淵
鑑
類
函
嫻
)
王
韶
之
孝
子
伝
(令
集
解
13
)
62　
一
(参
考
、
孝
子
伝
〈
太
平
御
覧
伽
、
韻
府
拾
遺
19
>
)
こ
の
こ
と
か
ら
、
王
歌
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、
王
韶
之
の
孝
子
伝
が
何
時
し
か
王
韶
孝
子
伝
と
も
称
さ
れ
、
そ
れ
が
誤
っ
て
王
歌
孝
子
伝
と
表
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
考
出
来
る
。
す
る
と
、
上
掲
初
学
記
一
、
太
平
御
覧
十
三
な
ど
の
「
王
歌
孝
子
伝
」
は
、
表
記
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
例
え
ば
章
宗
源
が
そ
の
初
学
記
一
の
竺
弥
条
を
、
北
堂
書
鈔
一
二
九
の
同
条
な
ど
と
共
に
王
韶
之
孝
子
伝
の
も
の
と
し
、
王
韶
孝
子
伝
韶
、
初
学
記
作
・歌
と
言
い
(隋
書
経
籍
志
考
証
)
、
姚
振
宗
も
同
様
で
、
な
お
「章
氏
考
証
」
を
引
い
て
、
王
韶
之
孝
子
伝
、
韶
、
初
学
記
作
レ歌
案
作
獣
者
非
也
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
流
石
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
茆
拌
林
が
初
学
記
一
、
太
平
御
覧
十
三
を
出
典
と
し
た
王
歌
孝
子
伝
唯
一
の
竺
弥
条
は
、
王
韶
之
孝
子
伝
の
逸
文
と
認
め
て
差
支
え
な
く
、
従
っ
て
、
王
歌
孝
子
伝
と
い
う
も
の
は
、
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
4
王
韶
之
孝
子
伝
王
韶
之
孝
子
伝
に
関
し
て
は
、
隋
志
に
、
孝
子
伝
讚
三
巻
王
韶
之
撰
旧
唐
志
に
、
孝
子
伝
讚
十
五
巻
王
韶
之
撰
新
唐
志
に
、
王
韶
之
孝
子
伝
十
五
巻
又
讚
三
巻
と
あ
る
。
劉
宋
の
王
韶
之
(三
八
〇
ー
四
三
五
)
は
、
字
休
泰
、
琅
邪
臨
沂
(山
東
省
臨
沂
県
)
の
人
で
、
呉
興
太
守
で
あ
っ
た
(宋
書
六
十
)
。
宋
書
、
南
史
に
伝
が
あ
る
。
宋
書
六
十
列
伝
二
十
の
王
韶
　
之
伝
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
王
韶
之
字
休
泰
、
琅
邪
臨
沂
人
也
。
曾
祖
廛
、
晋
驃
騎
将
軍
。
祖
羨
之
、
鎮
軍
掾
。
父
偉
之
、
本
国
郎
中
令
。
韶
之
家
貧
、
父
為
二
鳥
程
令
訥
因
居
二
県
境
の
好
二
史
籍
訥
博
渉
多
聞
。
初
為
二
衛
将
軍
謝
瑛
行
参
軍
4
偉
之
少
有
二
志
尚
訥
当
世
詔
命
表
奏
、
輒
自
書
写
、
太
元
、
隆
安
時
事
、
小
大
悉
撰
二録
之
訥
韶
之
因
レ
此
私
撰
二
晋
安
帝
陽
秋
の
既
成
、
時
人
謂
宜
レ
居
二
史
職
司
即
除
二
著
作
佐
郎
訥
使
下
続
二
後
事
】訖
中
義
煕
九
年
炉
善
二
叙
事
訥
辞
論
可
レ観
、
為
二
後
代
佳
史
司
遷
二尚
書
祠
部
郎
4
晋
帝
自
二
孝
武
一以
来
、
常
居
二
内
殿
訥
武
官
主
レ
書
於
レ
中
通
呈
、
以
二省
官
一
人
】管
二
司
詔
誥
訥
任
在
二
西
省
訥
因
謂
二
之
西
省
郎
4
傅
亮
、
羊
徽
相
代
在
レ
職
、
義
煕
十
一
年
、
高
祖
以
三韶
之
博
学
有
二
文
詞
訥
補
二
通
直
郎
訥
領
二
西
省
事
司
転
二
中
書
侍
郎
4
安
帝
之
崩
也
、
高
祖
使
下
韶
之
与
二帝
左
右
一密
加
中
酖
毒
鉾
恭
帝
即
位
、
遷
二
黄
門
侍
郎
訥
領
二著
作
郎
訥
西
省
如
レ故
。
凡
諸
詔
黄
、
皆
攷者作伝子孝古27　
其
辞
也
。
高
祖
受
レ禅
、
加
二
驍
騎
将
軍
本
郡
中
正
訥
黄
門
如
レ
故
、
西
省
職
解
、
復
掌
二宋
書
司
有
司
奏
東
冶
士
朱
道
民
禽
二
三
叛
士
訥
依
レ例
放
遣
。
韶
之
啓
日
、
尚
書
金
部
奏
事
如
レ右
、
斯
誠
検
忘
二
一
時
権
制
訥
懼
非
二経
国
弘
レ本
之
令
典
の
臣
尋
二
旧
制
訥
以
レ罪
補
レ
士
、
凡
有
二
十
余
条
訥
雖
二
同
異
不
ワ
紊
、
而
軽
重
実
殊
。
至
下
於
詐
列
二
父
母
死
一誣
二罔
父
母
一淫
乱
破
レ義
反
逆
此
四
条
P
実
窮
レ
乱
抵
レ
逆
、
人
理
必
尽
、
雖
レ復
二殊
刑
過
制
訥
猶
不
レ
足
三
以
塞
二
莫
大
之
罪
刈
既
獲
レ
全
二
首
領
訥
大
造
已
隆
、
寧
可
下
復
遂
抜
二
徒
隷
一緩
二帯
当
年
一自
同
二編
戸
一列
中
歯
斉
民
上
乎
。
臣
懼
此
制
永
行
、
所
レ虧
実
大
。
方
今
聖
化
惟
新
、
崇
レ
本
棄
レ末
、
一
切
之
令
、
宜
レ
加
二
詳
改
の
愚
謂
此
四
条
不
レ
合
レ加
二贖
罪
之
恩
司
侍
中
楮
淡
之
同
二
韶
之
一三
条
、
却
宜
レ仍
レ
旧
。
詔
可
。
又
駁
二
員
外
散
騎
侍
郎
王
寔
之
請
レ仮
事
一
日
、
伏
尋
旧
制
、
群
臣
家
有
二情
事
ハ
聴
二
併
急
六
十
日
4
太
元
中
改
レ
制
、
年
賜
二仮
百
日
詢
又
居
在
二
千
里
外
」聴
下
併
請
二
来
年
限
一合
為
中
二
百
日
F
此
蓋
一
時
之
令
、
非
二
経
通
之
旨
司
会
稽
雖
三
塗
盈
二千
里
ハ
未
レ
足
レ
為
レ
難
、
百
日
帰
休
、
於
レ
事
自
足
。
若
私
理
不
レ同
、
便
応
二自
表
陳
解
訥
豈
宜
下
名
班
二
朝
列
一而
久
淹
中
私
門
炉
臣
等
参
議
、
謂
不
レ
合
二
開
許
⑩
或
家
在
二
河
洛
及
嶺
汚
漢
一者
、
道
阻
且
長
、
猶
宜
三
別
有
二
条
品
訥
請
付
二
尚
書
一詳
為
二其
制
一。
従
レ
之
。
坐
二璽
封
謬
誤
訥
免
二
黄
門
訥
事
在
二
謝
晦
伝
の
韶
之
為
二
晋
史
訥
序
二
王
殉
貨
殖
王
廠
作
フ
乱
。
殉
子
弘
、
厥
子
華
、
並
貴
顕
、
韶
之
懼
二
為
所
フ
陥
、
深
結
二
徐
羨
之
傅
亮
等
司
少
帝
即
位
、
遷
二
侍
中
訥
驍
騎
如
レ故
。
景
平
元
年
、
出
為
二
呉
興
太
守
の
羨
之
被
レ
誅
、
王
弘
入
為
レ相
、
領
二
揚
州
刺
史
魂
弘
雖
下
与
二韶
之
一不
占
絶
、諸
弟
未
二相
識
一者
、
皆
不
二
復
往
来
司
韶
之
在
レ郡
、
常
慮
二
為
レ弘
所
フ
縄
、
夙
夜
勤
属
、
政
績
甚
美
、
弘
亦
抑
二
其
私
憾
詢
太
祖
両
嘉
レ之
。
在
レ
任
積
レ年
、
称
為
二良
守
ハ
加
二
秩
中
二
千
石
司
十
年
、
徴
為
二
祠
部
尚
書
訥
加
二給
事
中
司
坐
二
去
レ
郡
長
取
フ
送
故
、
免
レ官
。
十
二
年
、
又
出
為
二呉
興
太
守
司
其
年
卒
、
時
年
五
十
六
。
七
廟
歌
辞
、
韶
之
制
也
。
文
集
行
二於
世
4
子
曄
、
尚
書
駕
部
外
兵
郎
、
臨
賀
太
守
王
韶
之
に
は
、
孝
子
伝
の
他
、
晋
紀
十
巻
(隋
志
)
、
崇
安
記
十
巻　
(唐
志
。
隆
安
紀
十
巻
〈南
史
五
十
一
〉
と
も
)
な
ど
の
著
作
も
あ
る
。
王
韶
之
孝
子
伝
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
周
青
、
李
陶
、
竺
弥
(二
種
)
の
逸
文
三
条
が
確
認
し
得
る
。
ま
た
、
上
述
太
平
御
覧
五
五
五
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
呉
逵
条
も
存
し
た
ら
し
い
。
5
周
景
式
孝
子
伝
周
景
式
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
、
茆
津
林
の
古
孝
子
伝
に
、
案
周
景
式
孝
子
伝
、
隋
唐
志
皆
不
二著
録
一
と
言
う
如
く
、
太
平
御
覧
引
書
目
に
も
、
「周
景
式
孝
子
伝
」
を
上
げ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
全
く
分
か
ら
な
い
。
初
学
記
二
十
九
に
、
002　
「周
索
氏
孝
子
伝
日
」
と
す
る
も
の
は
、
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
記
で
あ
ろ
う
。
三
条
(右
の
初
学
記
所
引
を
加
え
れ
ば
、
四
条
)
の
逸
　
文
が
確
認
出
来
る
。
6
師
覚
授
孝
子
伝
師
覚
授
孝
子
伝
に
関
し
て
は
、
隋
志
に
、
孝
子
伝
八
巻
師
覚
授
撰
旧
唐
志
に
、
又
〔孝
子
伝
〕
八
巻
師
覚
授
撰
新
唐
志
に
、
師
覚
授
孝
子
伝
八
巻
と
あ
る
。
ま
た
、
後
掲
南
史
に
も
、
師
覚
授
が
、
孝
子
伝
八
巻
を
撰
ん
だ
こ
と
が
見
え
る
。
劉
宋
の
師
覚
授
(
1
四
三
五
頃
)
は
、
へ
い
名
を
日丙
、
字
を
覚
授
と
言
い
、
南
陽
の
涅
陽
の
人
で
あ
る
(南
史
七
で
つ
よ
う
十
三
、
宋
書
五
十
一
、
元
和
姓
纂
十
。
涅
陽
は
、
河
南
省
鄰
県
東
)
。
南
史
七
十
三
列
伝
六
十
三
孝
義
上
の
師
覚
授
伝
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
師
覚
授
字
覚
授
、
南
陽
涅
陽
人
也
。
与
二
外
兄
宗
少
文
一並
有
二
素
業
訥
以
二
琴
書
一自
娯
。
於
レ
路
忽
見
三
一
人
持
二書
一
函
ハ
題
日
、
至
孝
師
君
苫
前
。
俄
而
不
レ見
。
捨
レ
車
奔
帰
、
聞
二家
哭
声
ハ
一
叫
而
絶
、
良
久
乃
蘇
。
後
撰
二
孝
子
伝
八
巻
司
宋
臨
川
王
義
慶
辟
為
二
州
祭
酒
主
簿
訥
並
不
レ
就
。
乃
表
薦
レ
之
、
会
卒
師
覚
授
の
外
兄
、
宗
少
文
(三
七
五
-
四
四
三
)
に
つ
い
て
は
、
宋
書
九
十
三
列
伝
五
十
三
隠
逸
に
伝
が
あ
り
(「宗
炳
字
少
文
、
南
陽
涅
陽
人
也
…
…
母
同
郡
師
氏
」
と
見
え
、
師
覚
授
の
父
の
姉
妹
が
宗
少
文
の
母
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
)
、
そ
こ
に
も
師
覚
授
に
関
す
る
、
や
や
簡
略
な
記
述
が
あ
っ
て
、
炳
外
弟
師
覚
授
亦
有
二
素
業
訥
以
二
琴
書
一自
娯
。
臨
川
王
義
慶
辟
為
二祭
酒
主
簿
訥
並
不
レ
就
、
乃
表
薦
レ
之
、
会
病
卒
と
さ
れ
る
。
宋
書
五
十
一
列
伝
十
一
宗
室
に
お
け
る
、
元
嘉
十
二
(四
三
五
)
年
の
臨
川
王
劉
義
慶
(武
帝
〈劉
裕
〉
弟
、
道
隣
の
二
子
)
の
上
表
中
に
も
、
師
覚
授
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
、
処
士
南
郡
師
覚
、
才
学
明
敏
、
操
介
清
修
、
業
均
二井
渫
訥
志
固
二氷
霜
司
臣
往
年
辟
為
二州
祭
酒
訥
未
レ
汚
二
其
慮
司
若
朝
命
遠
曁
、
玉
帛
遐
臻
、
異
人
間
出
、
何
遠
之
有
と
述
べ
て
い
る
。
師
覚
授
は
、
お
そ
ら
く
生
涯
仕
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
元
和
姓
纂
十
「帥
」
媼
に
、
状
云
、
本
姓
師
氏
。
避
二
晋
景
王
諱
ハ
改
為
二
帥
氏
「
鵬
に
、南
陽
涅
陽
。
宋
有
二
帥
覚
授
訥
一
云
名
禺
、
著
二
孝
子
伝
司
臨
川
王
義
慶
辟
為
二
州
祭
酒
訥
不
レ就
。
入
二
宋
書
孝
義
伝
の
案
南
史
作
二師
覚
授
司宋
書
不
レ載
と
あ
る
。
元
和
姓
纂
に
見
え
る
師
覚
授
の
帥
、
師
字
の
違
い
に
関
し
、
攷者作伝子孝古鵬
章
宗
源
は
、
「愚
按
元
和
姓
纂
、
覚
授
、
一
名
日丙
。
姓
帥
、
在
二
入
声
質
部
司
据
レ
此
則
師
乃
帥
字
之
誤
。
然
諸
書
皆
作
レ師
」
と
指
摘
⑰
し
て
い
る
(隋
書
経
籍
志
考
証
)。
師
覚
授
孝
子
伝
は
、
十
条
近
く
⑱
の
逸
文
が
現
存
し
て
い
る
。
中
で
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
(武
梁
祠
二
石
。
榜
題
「
趙
口
骼
」
)
、
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
(中
室
北
壁
一
層
。
榜
題
左
か
ら
「□
口
」
「
口
句
□
」
)
に
描
か
れ
た
趙
苟
な
ど
、
我
が
国
伝
存
の
両
孝
子
伝
ま
た
、
他
の
古
孝
子
伝
の
逸
文
類
に
は
見
⑲
当
た
ら
な
い
話
を
含
む
点
、
殊
に
貴
重
と
す
べ
き
で
あ
る
。
付
記
小
稿
及
び
、
後
掲
「改
訂
古
孝
子
伝
逸
文
一
覧
」
は
、
平
成
16
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
⑬
ω
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注①
拙
著
『
孝
子
伝
の
研
究
』
(佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
年
)
1
一
1
②
西
野
貞
治
氏
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
(『
人
文
研
究
7
・
6
、
昭
和
31
年
7
月
)
③
舜
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「重
華
贅
語
-
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
1
」
(『論
集
太
平
記
の
時
代
』
〈新
典
社
研
究
叢
書
齪
、
新
典
社
、
平
成
16
年
〉
所
収
)
、
ま
た
、
昔
話
「
継
子
の
井
戸
掘
り
し
な
ど
、
孝
子
伝
と
昔
話
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「昔
話
と
孝
子
伝
-
孝
子
伝
の
受
容
1
」
(『論
集
「
伝
承
と
受
容
(日
本
)
」
』
〈
平
成
10
～
14
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
㈲
m
「
古
典
学
の
再
構
築
」
研
究
成
果
報
告
集
皿
、
B
O
2
「伝
承
と
受
容
(日
本
)」
調
整
班
研
究
報
告
、
「古
典
学
の
再
構
築
」
総
括
班
、
平
成
15
年
3
月
〉
「
日
中
幼
学
書
の
比
較
文
化
的
研
究
」
所
収
)
参
照
。
④
例
え
ば
敦
煌
本
北
堂
書
鈔
体
甲
に
引
く
「
劉
向
孝
子
〔伝
〕」
は
、
破
損
が
甚
だ
し
い
が
、
行
文
が
大
幅
に
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
王
三
慶
氏
『
敦
煌
類
書
』
(麗
文
文
化
事
業
股
扮
有
限
公
司
、
一
九
九
三
年
)
録
文
篇
謝
1
01
1
03
参
照
。
⑤
捜
神
記
に
つ
い
て
は
、
西
野
貞
治
氏
「捜
神
記
攷
」
(
『人
文
研
究
』
4
・
8
、
昭
和
28
年
8
月
)
、
「敦
煌
本
捜
神
記
の
説
話
に
つ
い
て
」
(
『人
文
研
究
』
8
・
4
、
昭
和
32
年
4
月
)
、
「敦
煌
本
捜
神
記
に
つ
い
て
」
(
『神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
学
論
集
』
、
神
田
博
士
還
暦
記
念
会
、
昭
和
32
年
)
な
ど
に
詳
し
い
。
⑥
橋
本
草
子
氏
「
「
郭
巨
」
説
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
し
(『
野
草
』
71
、
・
平
成
15
年
2
月
)
⑦
西
野
貞
治
氏
「董
永
伝
説
に
つ
い
て
」
(
『人
文
研
究
』
6
・
6
、
昭
和
30
年
7
月
)
⑧
西
野
氏
が
、
後
漢
武
氏
祠
画
象
石
の
董
永
図
に
つ
い
て
、
「
武
梁
祠
画
像
石
に
見
え
る
樹
の
右
に
一
小
児
の
攀
援
し
て
上
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
の
あ
る
の
は
、
孝
子
伝
に
見
え
ぬ
も
の
で
小
児
に
関
す
る
伝
承
が
あ
る
の
で
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
先
に
あ
げ
た
疑
問
が
解
決
さ
れ
て
、
董
永
と
天
女
の
間
に
董
仲
と
い
ふ
子
の
あ
つ
た
伝
承
を
後
漢
ま
で
引
上
げ
得
る
の
で
あ
る
」
(注
⑦
前
掲
論
文
)
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
意
を
要
す
る
。
注
①
前
掲
拙
著
H
二
、
注
⑳
参
照
。
⑨
西
野
氏
注
⑦
前
掲
論
文
⑩
藤
原
佐
世
の
日
本
国
見
在
書
目
録
の
雑
伝
家
に
、
「
孝
子
伝
図
一
巻
。
々
々
々
讚
十
巻
」
と
見
え
る
も
の
が
劉
向
の
そ
れ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
0M　
劉
向
孝
子
伝
は
、
早
く
か
ら
我
が
国
に
齎
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
令
集
解
十
三
賦
役
令
「
有
二
精
誠
通
感
一」
注
所
引
の
古
記
に
も
、
「
劉
向
孝
子
図
」
郭
巨
条
の
引
用
が
見
え
る
が
、
直
接
引
用
で
は
な
い
。
注
①
前
掲
拙
著
-
三
ま
た
、
東
野
治
之
氏
「律
令
と
孝
子
伝
-
漢
籍
の
直
接
引
用
と
間
接
引
用
ー
」
(『
万
葉
集
研
究
』
24
、
平
成
12
年
6
月
)
参
照
。
⑪
章
宗
源
の
隋
書
経
籍
志
考
証
に
、
「
孝
子
伝
十
巻
皿日
輔
国
将
軍
蕭
広
済
撰
」
と
あ
り
、
姚
振
宗
の
隋
書
経
籍
志
考
証
二
十
に
、
「
案
章
氏
載
二
是
書
一
止
二
十
巻
の
不
レ
知
三
所
レ
見
為
二
何
本
匸
と
言
う
。
我
が
国
の
具
平
親
王
撰
弘
決
外
典
鈔
、
外
典
目
に
も
、
　
　
孝
子
伝
十
五
巻
蕭
尭
済
撰
と
見
え
、
巻
二
に
、
三
州
義
士
(両
孝
子
伝
8
)、
五
郡
孝
子
な
ど
を
引
く
(共
に
、
湛
然
の
止
観
輔
行
伝
弘
決
四
之
三
に
見
え
る
)
。
⑫
孫
啓
治
、
陳
建
華
氏
『古
佚
書
輯
本
目
録
附
考
証
』
(中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
)
。
な
お
姚
振
宗
は
、
「梁
有
二
王
詔
後
漢
林
二
百
巻
一亡
」
と
し
、
「
王
韶
始
末
未
レ
詳
」
と
述
べ
て
い
る
(隋
書
経
籍
志
考
証
十
一
)
。
⑬
な
お
事
類
賦
三
、
幼
学
指
南
鈔
二
な
ど
に
も
、
「孝
子
伝
日
」
と
し
て
同
文
の
逸
文
が
見
え
る
(北
堂
書
鈔
一
五
二
、
山
堂
肆
考
六
、
古
今
図
書
集
成
暦
象
・
乾
象
・
雷
電
78
な
ど
に
も
)
。
参
考
ま
で
に
、
両
書
の
本
文
を
併
せ
示
し
て
お
く
。
事
類
賦
孝
子
伝
日
、
竺
弥
、
字
道
綸
。
父
生
時
畏
レ
雷
。
毎
レ
至
二
天
陰
ハ
輒
馳
至
レ
墓
、
伏
レ
墳
哭
。
有
三
白
冤
在
二
其
左
右
の
幼
学
指
南
鈔
孝
子
伝
日
、
竺
弥
、
字
道
倫
。
父
生
時
畏
レ
雷
。
至
二
天
陰
ハ
輒
馳
至
レ
墓
、
　　
こ
伏
レ
墳
哭
百
日
。
白
冤
在
二
其
左
右
の
遂
以
憂
卒
也
⑭
南
史
二
十
四
列
伝
十
四
の
王
韶
之
伝
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
王
韶
之
字
休
泰
、
胡
之
従
孫
而
敬
弘
従
祖
弟
也
。
祖
羨
之
、
鎮
軍
掾
。
父
偉
之
、
少
有
志
尚
、
当
世
詔
命
表
奏
、
輒
手
自
書
写
。
太
元
、
隆
安
時
事
、
大
小
悉
撰
録
。
位
本
国
郎
中
令
。
韶
之
家
貧
好
学
、
嘗
三
日
絶
糧
而
執
巻
不
輟
、
家
人
誚
之
日
、
困
窮
如
此
、
何
不
耕
。
答
日
、
我
常
自
耕
耳
。
父
偉
之
為
烏
程
令
、
韶
之
因
居
県
境
。
好
史
籍
、
博
渉
多
聞
。
初
為
衛
将
軍
謝
瑛
行
参
軍
、
得
父
旧
書
、
因
私
撰
晋
安
帝
陽
秋
。
及
成
、
時
人
謂
宜
居
史
職
。
即
除
著
作
佐
郎
、
使
続
後
事
、
訖
義
煕
九
年
。
善
叙
事
、
辞
論
可
観
。
遷
尚
書
祠
部
郎
。
晋
帝
自
孝
武
以
来
常
居
内
殿
、
武
官
主
書
於
中
通
呈
、
以
省
官
一
人
管
詔
誥
、
住
西
省
、
因
謂
之
西
省
郎
。
傅
亮
、
羊
徽
相
代
在
職
。
義
煕
十
一
年
、
宋
武
帝
以
韶
之
博
学
有
文
辞
、
補
通
直
郎
、
領
西
省
事
、
転
中
書
侍
郎
。
晋
安
帝
之
崩
、
武
帝
使
韶
之
与
帝
左
右
密
加
酖
毒
。
恭
帝
即
位
、
遷
黄
門
侍
郎
、
領
著
作
、
西
省
如
故
。
凡
諸
詔
黄
皆
其
辞
也
。
武
帝
受
命
、
加
驍
騎
将
軍
、
黄
門
如
故
。
西
省
職
解
、
復
掌
宋
書
。
坐
璽
封
謬
誤
、
免
黄
門
、
事
在
謝
晦
伝
。
韶
之
為
晋
史
、
序
王
殉
貨
殖
、
王
廠
作
乱
。
殉
子
弘
、
廠
子
華
並
貴
顕
、
韶
之
懼
為
所
陥
、
深
附
結
徐
羨
之
、
傅
亮
等
。
少
帝
即
位
、
遷
侍
中
。
出
為
呉
郡
太
守
。
羨
之
被
誅
、
王
弘
入
相
、
領
揚
州
刺
史
。
弘
雖
与
韶
之
不
絶
、
諸
弟
未
相
識
者
皆
不
復
往
来
。
韶
之
在
郡
、
常
慮
為
弘
所
縄
、
夙
夜
勤
励
、
政
績
甚
美
、
弘
亦
抑
其
私
憾
、
文
帝
両
嘉
之
。
韶
之
称
為
良
守
。
徴
為
祠
部
尚
書
、
加
給
事
中
。
坐
去
郡
長
取
送
故
、
免
官
。
後
為
呉
興
太
守
、
卒
。
撰
孝
伝
三
巻
、
文
集
行
於
世
。
宋
廟
歌
辞
、
韶
之
所
制
也
。
子
曄
、
位
臨
賀
太
守
⑮
章
宗
源
の
隋
書
経
籍
志
考
証
二
、
婉
振
宗
の
隋
書
経
籍
志
考
証
十
二
の
「晋
紀
十
巻
」
に
詳
し
い
。
隆
安
紀
の
隆
安
(三
九
七
-
四
〇
一
)
は
東
晋
、
安
帝
の
年
号
だ
が
、
唐
、
玄
宗
の
諱
劉
(劉
基
)
を
避
け
て
、
唐
志
が
崇
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
(陳
新
会
、
史
諱
挙
例
三
・
二
十
八
、
八
・
七
十
六
)
。
攷者作伝子孝古嫐
⑯
章
宗
源
、
隋
書
経
籍
志
考
証
十
三
参
照
。
⑰
晋
の
景
帝
の
諱
、
師
を
避
け
て
、
姓
の
師
を
帥
と
改
め
た
も
の
(史
諱
挙
例
二
・
五
、
八
・
七
十
四
)
。
景
帝
は
、
司
馬
師
、
懿
(宣
帝
)
の
長
子
。
正
元
二
(二
五
五
)
年
に
没
し
た
後
、
昭
(文
帝
)
に
よ
り
、
咸
煕
元
(
二
六
四
)
年
五
月
に
晋
景
王
、
炎
(武
帝
)
に
よ
り
、
泰
始
元
(二
六
五
)
年
十
二
月
に
景
帝
と
追
号
さ
れ
た
(晋
書
二
、
三
)。
⑱
章
宗
源
の
隋
書
経
籍
志
考
証
、
姚
振
宗
の
隋
書
経
籍
志
考
証
十
三
参
照
。
⑲
注
①
前
掲
拙
著
1
一
参
照
。
な
お
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
の
趙
苟
図
は
、
平
成
16
年
9
月
、
実
地
調
査
の
折
に
見
出
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
壁
画
墓
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
近
く
機
会
を
改
め
て
報
告
し
た
い
。
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